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韻 書 は 漢 語 の 音 韻 を 記 録 し 、 漢 詩 の 規 範 を 作 っ た 存 在 で あ り 、 そ の 変 遷 を

見 極 め る こ と は 、 中 国 文 化 史 上 の 大 き な 課 題 だ と い え る 。 中 国 で 成 立 し た 代
表 的 な 韻 書 と し て 『 切 韻 』 『 唐 韻 』 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら の 韻 書 は す べ て
散 逸 し 、 一 部 に お い て は 成 立 年 代 、 特 徴 も あ き ら か に な っ て い な い 。 と こ ろ
が 、 『 和 名 抄 』 を 始 め と す る 日 本 文 献 資 料 の 活 用 、 敦 煌 遺 書 に お け る 『 唐 韻
』 『 切 韻 』 関 連 資 料 の 発 見 に よ り 、 韻 書 歴 史 の 研 究 に 転 機 が 訪 れ る 。 本 研 究
は 十 巻 本 系 ・ 廿 巻 本 系 『 和 名 抄 』 （ 日 本 最 初 の 分 類 体 漢 和 辞 書 で 、 著 者 は 源
順 ） に 引 用 さ れ た 唐 代 韻 書 に 研 究 の 焦 点 を 置 き 、 中 国 現 存 韻 書 、 敦 煌 韻 書 と
比 較 検 討 す る 方 法 に よ り 、 唐 代 に 成 立 し た 韻 書 の 系 統 に つ い て 考 察 し た 。  

研 究 目 的 を 実 現 す る た め に 、 日 本 で 次 の よ う に 調 査 を 進 め た 。 第 一 に 、 日
本 に お け る 十 巻 本 系 ・ 廿 巻 本 系 『 和 名 抄 』 の 写 本 を す べ て 収 集 し 、 諸 本 の 本
文 校 訂 を 詳 細 に 行 い な が ら 、 原 撰 本 に 近 い 本 文 を 復 元 し た 。 第 二 に 、 日 本 に
お け る 韻 書 関 係 の 著 書 ・ 論 文 を す べ て 収 集 し 、 先 行 研 究 を 丹 念 に 解 読 す る こ
と に よ り 、 韻 書 研 究 の 論 点 を 整 理 し た 。 第 三 に 『 和 名 抄 』 所 引 韻 書 の 内 容 を
「 日 本 古 典 文 献 」 「 中 国 古 典 文 献 」 「 大 正 新 脩 大 藏 經 」 な ど の デ ー タ ベ ー ス
で 確 認 し 、 類 似 す る 本 文 を 著 録 し て い る 和 書 ・ 漢 籍 及 び 敦 煌 遺 書 の 内 容 を す
べ て 抽 出 整 理 し た 。 第 四 に 、 「 和 名 抄 研 究 会 」 で メ ン バ ー と 一 緒 に 『 和 名 抄
』 所 引 韻 書 の 本 文 と 出 典 と 思 し き 書 物 の 本 文 を 比 較 し 、 出 典 考 証 を 加 え な が
ら 『 和 名 抄 』 引 用 書 目 の 出 典 を 検 討 し た 。 第 五 に 出 典 表 記 、 掲 出 語 、 音 韻 、
注 釈 文 の 視 点 か ら 、 『 和 名 抄 』 が 直 接 引 用 し た 韻 書 、 中 国 の 現 存 韻 書 、 敦 煌
韻 書 を 比 較 し 、 三 者 の 異 同 を 検 討 す る こ と に よ り 、 『 和 名 抄 』 所 引 韻 書 の 系
統 を 調 査 し た 。  

以 上 の よ う な 研 究 視 点 と 方 法 で 『 和 名 抄 』 所 引 韻 書 の 研 究 を 進 め る こ と に
よ り 、 つ ぎ の よ う な 研 究 成 果 が 得 ら れ た 。  

第 一 に 、 十 巻 本 系 は 「 唐 韻 」 を 433回 、 「 孫 愐 切 韻 」 を 17回 、 「 孫 愐 」 を 2
5回 引 用 し 、 廿 巻 本 系 は 各 418回 、 23回 、 20回 引 用 し 、 両 書 の 間 に は 増 補 刪 削
が 行 わ れ た 。 十 巻 本 系 ・ 廿 巻 本 系 『 和 名 抄 』 は 分 類 、 見 出 し 語 、 引 用 内 容 、
読 み 方 な ど 全 て の 面 で 、 「 唐 韻 」 の 影 響 を 受 け 、 辞 書 編 纂 の 手 本 と し て 使 用
し た 可 能 性 が 極 め て 高 い 。  

第 二 に 、 『 和 名 抄 』 は 書 名 と し て 『 唐 韻 』 『 孫 愐 切 韻 』 『 蒋 魴 切 韻 』 『 陸
詞 切 韻 』 『 薩 珣 切 韻 』 『 麻 果 切 韻 』 『 釋 氏 切 韵 』 を 挙 げ て い る が 、 「 唐 韻 」
以 外 の 引 用 は 数 が 少 な く 、 直 接 参 看 し た の で は な く 、 諸 家 の 切 韻 を 集 め た 第
三 の 書 物 か ら 間 接 引 用 し た 可 能 性 が 高 い 。  

第 三 に 、 『 和 名 抄 』 に は 「 唐 韻 」 「 孫 愐 切 韻 」 が 併 用 さ れ る が 、 こ れ は 敦
煌 韻 書 に も 見 ら れ る 。 「 唐 韻 」 「 孫 愐 切 韻 」 の 引 用 内 容 を 比 較 し た と こ ろ 、
文 章 の 内 容 、 説 明 の 方 法 な ど の 面 か ら 差 異 が 見 ら れ 、 同 じ 書 物 だ と は 断 定 し
に く い 。 し か し 、 類 似 す る 部 分 も あ り 、 両 書 は 同 じ 系 統 で は あ る が 、 違 う 本
、 つ ま り 兄 弟 関 係 に あ た る 書 物 で は な い か と 仮 説 が 立 て ら れ る 。  
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